
 令和５年度 事業報告 
 

 

 令和５年度の各事業について、６課の取組に沿って報告します。 

 その中で、公益事業区分及び収益事業区分については付記をしています。 

 

 

１ 総務課 「運営基盤の強化」 
 

社会福祉法人としての主体的な経営判断を行い、かつ、地域に開かれた組織体制を確立

し、公共性と民間性を併せ持つ地域福祉を進める中核的な団体として、地域住民から信頼

される組織づくりに取り組んだ。 

 

(1) 人事・労務管理体制の整備 

① 人事・労務管理の整備 

ア 組織・人事体制の整備 

組織・人事体制の継続的安定と充実強化を図るため、令和６年度正規採用職員２人

を内定した。 

イ 健康診断と予防接種の継続実施 

全職員の定期健康診断及びインフルエンザ予防接種を行った。 

ウ 労務管理の整備 

労働時間の適正管理を目的に勤怠管理システムを導入し、適正に運用することができ

た。 

② 人材育成の推進 

ア 階層別研修 

職場内研修として新入職員研修のほか、職場外研修を利用して中堅職員研修、会計

実務研修、新任管理職員研修、管理職員研修を実施した。 

イ 人事評価及び人材育成 

より高い目標をもって業務遂行能力を高め人材育成の手段となるよう、人事評価（業

績評価）を実施した。 

また、目標管理の重要性の認識や評価力の向上、並びに評価の平準化を目的に、人事

評価制度の見直しを進め、令和６年度から運用することとなった。 

③ その他 

ア 社会福祉関係実習生の受け入れ 

社会福祉関係の学校等から実習生を受け入れ、将来の地域福祉を担う学生等に対し、

社会福祉協議会の業務について実習指導を行った。 

実習の種類 受け入れ日数(日) 受け入れ人数(人) 

社会福祉相談援助実習  ９６        ４ 



(2) 財務基盤の強化 

① 基金・積立金の状況 

 ア 基本財産                           （円) 

前年度末現在高 決算年度中増高 決算年度中減高 決算年度末現在高 

8,200,000 164 164 8,200,000 

※利息収入164円は、一般通帳へ振替えた。 

イ 前橋市社会福祉協議会積立金                 （円) 

前年度末現在高 決算年度中増高 決算年度中減高 決算年度末現在高 

280,453,277 0 0 280,453,277 

※決済用普通預金 

ウ 介護保険事業積立金                      （円) 

前年度末現在高 決算年度中増高 決算年度中減高 決算年度末現在高 

253,472,737 0 0 253,472,737 

※決済用普通預金 

② 自動販売機設置等事業  ＊収益事業区分 

ア 飲料自動販売機の設置による手数料収入事業 

市有施設に飲料自動販売機を設置し、１８台分の手数料総額１，０６５，５０１円

の収入を得た。 

イ 公衆電話の設置による手数料収入事業 

おおとも老人福祉センターに公衆電話を設置し、１台分の手数料総額２，１１

０円の収入を得た。 

③ 弁当飲料等取次事業  ＊収益事業区分 

弁当、菓子及び飲料の注文を取次ぎ、２社（登利平、伊藤園）からの手数料総額３４

０，６７０円（内部取引除く）の収入を得た。 

④ 広告掲載事業  ＊収益事業区分 

ホームページのトップページにバナー広告欄を設け、４件の広告料総額１４４，００

０円の収入を得た。 

 

 (3) 法人運営・組織管理体制の強化 

① 会員制度 

 加入促進に向け、会員制度の広報活動を行った。 

（会員数） 

一般会員 １２８，４０４世帯 

   賛助会員 １，６５７人 ４６団体 

特別会員 １８６団体・施設 



② 評議員会及び理事会の開催 

定期的に評議員会、理事会を開催し、組織運営のための審議、重要事項報告を行った。 

（評議員会開催状況） 

期 日 議案、報告件数 場 所 出席者 

６月２８日 議案第１号～３号 

報告第１号～４号 

市総合福祉会館 

社会適応訓練室 

評議員２９人 

１０月２３日 議案第４号 

報告第５号～８号 

市総合福祉会館 

第１，２会議室 

評議員３７人 

（うちオンライン２人） 

３月２２日 議案第５号～１０号 

報告第９号～２３号 

市総合福祉会館 

第１，２会議室 

評議員２９人 

（うちオンライン１人） 

（理事会開催状況） 

期 日 議案、報告件数 場 所 出席者 

６月 １日 議案第１号～７号 

報告第１号～３号 

市総合福祉会館 

第５会議室 

理事１０人 

監事 ２人 

６月２８日 

（決議があっ

たとみなされ

た日） 

議案第８号～９号 ※書面による決議 理事１５人全員の同意

と、監事２人全員の異議

を述べない旨の回答を得

た。 

１０月１７日 議案第１０号～１３号 

報告第４号～７号 

市総合福祉会館 

第４会議室 

理事１１人 

監事 ２人 

３月１２日 議案第１４号～３２号 

報告第８号～１１号 

市総合福祉会館 

第５会議室 

理事１１人 

監事 １人 

③ 広報・啓発活動の推進 

ア ホームページと SNS（フェイスブック、インスタグラム）を活用した情報発信 

随時更新、投稿を行い、最新の情報をリアルタイムで発信した。 

イ 社協だよりの発行 

日頃の本会の活動状況などを多くの市民に知っていただくことを目的として、機 

関紙「こんにちは前橋市社協」を発行した。６月、９月、１２月、３月の４回、１

回に約１４６，０００部を印刷し市内の全戸に配布した。 

本会の事業や施設の紹介、地域での福祉活動など分かりやすい紙面づくり 

に努めた。 

ウ 前橋市社会福祉大会の開催 

   社会福祉のさらなる展開を図り、社会福祉関係者との緊密な連携を図るとともに、

多年にわたり社会福祉事業の発展に功績のあった方々を表彰し、感謝の意を表する

ことを目的に、第２２回前橋市社会福祉大会を開催した。 

  期  日  令和５年１１月９日（木） 

  場  所  市総合福祉会館 多目的ホール 

  参加者数  １８４人 



  開催内容 

【第一部】式典 表彰状・感謝状の贈呈 

表彰種別 表彰名 団体 個人 

前橋市長表彰 

民生児童委員功労者  １ 

特別功労者  １ 

その他特別功労者 ３ ６ 

前橋市長表彰 計 ３ ８ 

前橋市社会福祉

協議会長表彰 

民生児童委員功労者  ４ 

保護司功労者  ５ 

社会福祉法人及び社会福祉団体役職員功労者  ７５ 

地域福祉・ボランティア活動功労者 ３３ ９２ 

前橋市社会福祉協議会長表彰 計 ３３ １７６ 

前橋市社会福祉

協議会長感謝 
会長感謝状 ２１ ５ 

  福祉ショップ「みんなの店」に協力いただき、障害者施設の製品を表彰記念品と

した。 

 【第二部】活動発表 

   前橋市ボランティア団体連絡協議会（活動紹介） 

   風香亭粋楽（落語） 

   ＡＫＯ（楽器演奏） 

 【活動紹介展示】 

   １１月７日から１５日まで、市総合福祉会館インナースクエアで、福祉施設及

び福祉団体の活動を紹介するパネルや写真、高齢者や障害者が創作した作品の展

示を行った。 

   ④ 前橋市社会福祉法人連絡会の支援 

市内の社会福祉法人が相互に連携し、情報交換や研修を通じた資質向上や地域公益事

業に取り組むための場となる社会福祉法人連絡会の事務局として運営支援を行った。 

令和５年度の会員は３７法人で、各法人及び連絡会の情報発信の充実のため、SNS

の運用や「前橋市社会福祉法人連絡会利用ガイド」の作成を行った。 

  
(4) 前橋市総合福祉会館・第四コミュニティセンターの管理運営 

前橋市より指定管理者として指定を受け、市総合福祉会館・第四コミュニティセンタ

ーを管理運営した。 

①  利用状況                       （人） 

区 分 年間利用者 月平均 １日平均 

貸し部屋利用者 １０５，９９２ ８，８３２．６ ３０６．３ 

水治療法室利用者 ４，５１８ ３７６．５ １８．７ 



※開館日数３４６日 

※水治療法室開室日数２４２日 

② 社会教育事業 

社会教育事業として、下記の取り組みを行った。 

ア 初めての子育て講座「ベビープログラム」の開催 

中央公民館との協働講座として、２カ月～５カ月児の第一子とその母親を対象と

した、子育て講座を開催し１４組の参加が得られた。 

    イ インナースクエアコンサートの開催 

(ｱ) 元群馬交響楽団員２人による、ビオラ、バイオリン、ピアノのコンサートを実施

した。 

(ｲ) 前橋市立前橋高等学校の吹奏楽部による、クリスマスミニコンサートを実施した。 

(ｳ) ボランティア登録団体でもある、美音重（ミネージュ）と心音♪奏音（ココネ♪

ソウネ）により、トーンチャイムコンサートを実施した。 

ウ 「音楽物語」の開催 

元群馬交響楽団員等３人による、ピアノとビオラ、バイオリンの生演奏と紙芝居

を組み合わせた「音楽物語」を多目的ホールで開催した。市内の福祉施設利用者及

び職員と、一般の方あわせて約３００人が参加した。 

    エ 「親子でクワガタ・カブト飼育講座」の開催 

ボランティアセンター共催事業として、親子で命や自然について考えるクワガ

タ・カブト飼育講座を開催した。 

    オ 「救急救命講座」の開催 

会館の利用団体会員を対象に、救急車が到着するまでの対処方法や AED の使用方

法などの講座を開催した。１６人が参加した。 

    カ 児童生徒人権標語作品の展示 

城東小学校、若宮小学校、みずき中学校児童生徒の人権標語作品を、総合福祉会

館北玄関付近に展示した。 

合 計 １１０，５１０ ９，２０９．１ ３２５．０ 



２ 地域福祉課 

「住民の不安を確実に受けとめ、支え合う地域をつくる」 
地域共生社会の実現に向けて、令和元年度に中間見直しを行った第２次地域福祉活動

計画（後期計画）に基づき、住民が主体となって地域課題を把握し、解決していく

ための体制づくりを推進した。 

 

(1)  地域福祉活動への支援 

① 地区担当者による地域支援・個別支援 

まえばし福祉のまちづくり計画及び市社協発展・強化計画に基づき、地区担当者

を中心に、地域支援と個別支援活動を一体的に行った。 



（地区担当者による地区別行動記録一覧）                 （件） 
 第 2 層（地区） 第 3 層（町） その他 
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岩神 4 39 13 0 2 24 82 7 0 12 1 20 31 1 0 74 106 208 

敷島 1 17 13 4 1 7 43 3 0 32 2 37 21 3 0 74 98 178 

若宮 8 31 15 6 8 4 72 17 1 6 8 32 4 0 2 6 12 116 

城東 2 16 21 1 0 0 40 18 1 3 2 24 1 1 3 7 12 76 

中部 8 94 15 8 2 4 131 16 2 8 2 28 28 9 0 14 51 210 

中川 10 48 15 5 1 8 87 20 0 3 3 26 19 6 1 12 38 151 

文京 9 42 17 0 3 10 81 8 1 16 1 26 7 8 2 0 17 124 

南部 13 49 17 0 0 2 81 12 1 32 0 45 6 15 0 0 21 147 

上川淵 17 44 13 2 1 1 78 8 2 23 1 34 44 10 2 10 66 178 

下川淵 5 44 10 2 0 3 64 18 7 35 1 61 35 7 1 9 52 177 

芳賀 9 23 12 0 0 20 64 67 10 6 6 89 1 2 0 3 6 159 

桂萱 2 51 12 0 9 3 77 60 2 11 8 81 11 0 1 4 16 174 

東 14 75 24 1 10 2 126 24 1 107 4 136 22 6 0 9 37 299 

元総社 49 33 19 4 0 4 109 7 0 53 0 60 26 4 0 28 58 227 

総社 4 36 22 10 0 16 88 17 0 97 3 117 6 3 0 8 17 222 

南橘 12 74 22 10 0 1 119 34 2 48 4 88 23 8 1 18 50 257 

清里 20 48 24 2 0 2 96 6 0 4 0 10 71 3 0 20 94 200 

永明 11 45 30 6 0 8 100 17 0 42 4 63 5 28 0 7 40 203 

城南 5 37 13 2 17 2 76 22 0 62 1 85 17 1 0 3 21 182 

大胡 9 134 14 1 0 5 163 35 1 9 3 48 12 5 0 4 21 232 

宮城 12 81 16 10 2 17 138 48 0 128 2 178 0 15 0 3 18 334 

粕川 14 40 22 36 3 1 116 45 0 78 2 125 12 20 0 8 40 281 

富士見 2 117 6 10 0 1 136 19 51 32 2 104 18 27 0 17 62 302 

合計 240 1218 385 120 59 145 2167 528 82 847 60 1517 420 182 13 338 953 4637 

② 生活支援体制整備事業の推進 

地域の福祉課題の解決に向け、行政・地域包括支援センター・包括ブランチ等の関係

団体と連携し、地域ニーズや社会資源の分析や住民が取り組む「交流・見守り・支え合

い」活動の推進を支援した。 

ア 生活支援コーディネーターの配置（地区担当者） 

(ｱ) 第１層チーフ生活支援コーディネーター  １名 

(ｲ) 第２層生活支援コーディネーター    １２名 

イ 協議体の設置、運営への協力 

(ｱ) 市全域 



第１層協議体である生活支援体制検討会議については、同様に地域課題を市全

域において検討する地域ケア推進会議があり、その会議の内容や出席者が類似し

ていることから、今年度は開催を見送ることとした。次年度の開催に向けて、合

同事務局である長寿包括ケア課と協議し、改めて役割と機能を見直すこととした。 

(ｲ) 地区単位 

市内２３地区の地区社協の役員を中心に第２層協議体を運営した。企画運営会

議を開催し、県外協議体の視察や支え合い活動をテーマとした研修会を実施した。

また、各町における活動状況を共有し、町社協組織の必要性を深めた。 

(ｳ) 町単位 

生活支援体制整備事業を具現化するための取り組みとして「町社協」の設置及

び活動への支援を実施した。 

 ウ まえばし地域共生フォーラムの開催 

   地域活動における担い手不足が深刻な課題となっているなか、多様な主体と取り組

む今後の地域活動と地域共生のまちづくりの推進を考える契機となることを目的に

「まえばし地域共生フォーラム」を開催した。自治会役員、民生委員を中心に３５０

名が参加した。 

   日時 令和６年２月１７日（土）１３：３０～１５：３０ 

   会場 前橋市総合福祉会館２階 多目的ホール 

   基調講演 「地域と多様な主体との連携」 

        群馬医療福祉大学 リハビリテーション学部 事務長 中越 信一 氏 

     パネルディスカッション 

（１）若宮地区×群馬大学の取り組み 

群馬大学大学院保健学研究科  准教授 石川 麻衣 氏 

若宮地区自治会連合会     会長  角田 有司 氏 

（２）大利根町×ＮＰＯ法人ソンリッサの取り組み 

       大利根町自治会        会長  岡 正雄 氏 

ＮＰＯ法人ソンリッサ     代表  萩原 涼平 氏 

（３）専門職の立場から  

前橋栄養士会 機能強化型認定栄養ケア・ステーション栄養まえばし 

責任者 小坂 桂子 氏 

（４）企業の立場から 

群馬ヤクルト販売株式会社 未来価値創造部  

次長  武藤 大輔 氏 

   エ 地縁以外との連携事業 

No, 地区 連携先 内容 

１ 岩神 スターバックス敷島公園店 ・コミュニティカフェ、ラジオ体操 

・居場所、世代間交流の場 

２ 敷島 前橋平和郵便局/NPO法人三和会 ・交流と見守りの地域づくり 



若宮調剤薬局 / 

群馬ヤクルト販売（株） 

・住民の顔見知りになるきっかけづくりの場 

３ 敷島 ＭＯＯ ＣＡＦＥ ・地域コミュニティの防災 

・地域防災を考えるきっかけづくりの場 

③ 町社協設立及び活動への支援 

生活支援体制整備事業を具現化するため、町ごとに「関係者の横のつながりの強化」、

「支えあい活動の継続」、「住民主体の地域福祉活動への参加促進」を目的とした「町

社協」の設置を推進し、各自治会連合会及び関係団体へ町社協設立に向けての

協力依頼を行った。その結果、市内１１０の町社協が設立し、交流の場の開設、

見守り対象者の拡大など新たな取り組みが開始された。また、企業や社会福祉

法人、NPO 法人との連携、協働による情報共有会議の開催を支援することで、

ホームページの開設や LINE グループの連携によるスマホ教室の開催など、新た

な支え合い活動が創出された。 

（町社協活動実施状況） 

地区 町社協名 自治会 町社協名 自治会 設置数 

岩神 
岩神町一丁目社会福祉協議会 岩神町一丁目 岩神町四丁目町社協 岩神町四丁目 

3 
岩二社会福祉協議会 岩神町二丁目     

敷島 昭和町一丁目社会福祉協議会 昭和町一丁目 平和町二丁目社会福祉協議会 平和町二丁目 2 

城東 日吉町二丁目町社協 日吉町二丁目     1 

中部 大手町一丁目町社協 大手町一丁目 表町二丁目町社協 表町二丁目 2 

中川 三河町二丁目社会福祉協議会 三河町二丁目 朝日町四丁目あさひ会 朝日町四丁目 2 

文京 
文京町一丁目自主防災地域福祉会 文京町一丁目 天川原町一丁目社会福祉協議会 天川原町一丁目 

4 
文京町二丁目社会福祉協議会 文京町二丁目 第一天川町社会福祉協議会 第一天川町 

南部 

南町一丁目社会福祉協議会 南町一丁目 南四町社協 南町四丁目 

6 南町二丁目自治会福祉部 南町二町目 六供町社協 六供町 

南町三丁目ふれあいネットワークの会 南町三丁目 生川町社協支え合いの会 六供町生川 

上川

淵 

あしたへ 広瀬第一団地 前橋市中内町社協 中内町 
4 

西善町矢田社会福祉協議会 西善町矢田 山一社協会 山王町一丁目 

下川

淵 

亀里町寺家ふれあいサロン 亀里町寺家 鶴光路町支えあいの会 鶴光路町 
4 

新堀町社会福祉協議会 新堀町 力丸町支えあいの会 力丸町 

芳賀 
鳥取町社会福祉協議会 鳥取町 高花台一丁目社会福祉協議会 高花台一丁目 

3 
小坂子町社会福祉協議会 小坂子町     

桂萱 

上沖町社協 上沖町 まちの応援隊 堀之下町 

6 西片貝町社協 西片貝町 江木団地自治会サロン見守り 江木団地 

東片貝町社協 東片貝町 かやのいきいきサロン 萱野団地 

東 

前箱田町社協 前箱田町 下新田町東陽町社協 下新田町東陽 

7 
川曲町社協ちょっとしたお助け隊 川曲町 光が丘町社協 光が丘町 

稲荷新田町町社協 稲荷新田町 青葉町社会福祉協議会 青葉町 

町社協 チーム大利根 大利根町     

元総

社 

元総社一区町社協 元総社町第一 中石倉町社会福祉協議会 石倉町中部 

6 大友町社会福祉協議会 大友町 前橋市元総社10区社会福祉協議会 元総社町10区 

石倉町上石倉社会福祉協議会 石倉町上石倉 鳥羽町西部社会福祉協議会 鳥羽町西部 

総社 

鍛治町社会福祉協議会 総社町鍛治町 総社町立石見守り会議 総社町立石 

7 粟島ふれあい福祉ネット 総社町粟島 桜が丘町社協 総社町桜が丘 

総社町山王見守りネットワーク 総社町山王 総社町植野社会福祉協議会 総社町植野 



新田まちむすび 総社町新田     

南橘 

前橋市下細井町社会福祉協議会 下細井町 龍蔵寺町社協 龍蔵寺町 

6 北代田町社会福祉協議会 北代田町 関根町社協 関根町 

前橋市下小出町社会福祉協議会 下小出町 田口町社協 田口町 

永明 

本町福祉のまちづくり協議会 天川大島町本町 下長磯町社会福祉協議会 下長磯町 

10 

天川大島町原町社会福祉協議会 天川大島町原町 女屋町社会福祉協議会 女屋町 

住宅自治会社会福祉協議会 天川大島町住宅 東上野町社会福祉協議会 東上野町 

野中町社会福祉協議会 野中町 下大島町西団地町社協 下大島町西団地 

上長磯町社会福祉協議会 上長磯町 下増田町社会福祉協議会 下増田町 

城南 

下大屋町ふれあいネットワーク 下大屋町 二之宮町社会福祉協議会 二之宮町 

10 

泉沢町社協 泉沢町 笂井町社会福祉協議会 笂井町 

富田町社会福祉協議会 富田町 小屋原町社会福祉協議会 小屋原町 

荒子町社協 荒子町 上増田町社協 上増田町 

西大室町社協 西大室町 鶴が谷町社協 鶴が谷町 

大胡 

大胡町社協 大胡町 東金丸町社会福祉協議会 東金丸町 

6 茂木町社会福祉協議会 茂木町 河原浜町社会福祉協議会 河原浜町 

堀越町社会福祉協議会 堀越町 上大屋町社会福祉協議会 上大屋町 

宮城 

鼻毛石町おたすけ隊 鼻毛石町 苗ヶ島町おたすけ隊 苗ヶ島町 

7 
市之関町おたすけ隊 市之関町 馬場町おたすけ隊 馬場町 

柏倉町おたすけ隊 柏倉町 大前田町おたすけ隊 大前田町 

三夜沢町おたすけ隊 三夜沢町     

粕川 

粕川町月田区社会福祉協議会 粕川町月田区 粕川町深津区社会福祉協議会 粕川町深津区 

8 
粕川町稲里区社会福祉協議会 粕川町稲里区 粕川町女淵区町社協 粕川町女渕区 

粕川町新屋区社協 粕川町新屋区 田面区町社協 粕川町田面区 

粕川町込皆戸社会福祉協議会 粕川町込皆戸区 粕川町膳区社会福祉協議会 粕川町膳区 

富士

見 

富士見町原上社協 原上 富士見町中島社会福祉協議会 中島 

6 原西支え合いの輪 原西 石井二区町社会福祉協議会 石井二区 

富士見町時東社会福祉協議会 時東 西大河原ふるさとサポーターズ 西大河原 

合   計 110 

④ 交流・見守り活動への支援 

ア ふれあい・いきいきサロンへの運営支援 

ひとり暮らしや、日中ひとりで暮らしている高齢者、障がい児者、子育て中の親、

ひとり親家庭等、地域との交流が十分に持てない方を対象に、自治会、地区社協、民

生委員、保健推進員、老人クラブ、地区ボランティア等の協力を得ながら、気軽に立

ち寄れる「地域の集いの場」を開設・運営するための支援を行った。 

高齢福祉課が主催する「ふれあい・いきいきサロン担い手研修」の開催を支援し、

サロンで実施できる健康運動および脳トレ指導の DVD を作成した。 

（市内活動実施状況） 

区分 高齢者 子育て 障害者 合計 

交流事業 

（サロン） 

継 新 全 継 新 全 継 新 全 継 新 全 

239 24 263 23 0 23 1 0 1 263 24 287 

 うち町社協実施数 105 17 122 - - - - - - - - - 

イ 自治会を中心とした見守り活動への支援 

地域の気になる人を対象に、日常からの見守りや声掛け・目配り・気配り等の安否

確認を目的とした仕組みづくりを行う自治会に対して活動を支援した。 



情報共有会議の開催・連絡網の作成・活動の周知広報も見守り活動の一つと位置付

け、町社協の設立と関連付けながら、各自治会へ地域福祉活動に取り組む提案を行っ

た。  

（市内活動実施状況） 

区分 合計 

見守り事業 160 

 うち町社協実施数 110 

ウ 「ふれあい・いきいきサロン」「見守り活動」「町社協」への助成 

（地域福祉活動助成事業） 

総額２７，９８０，５４０円（共同募金、市補助金、市社協賛助会費を財源） 

⑤ 地区社協の支援 

各地区担当者を中心として、地域福祉活動計画の推進の基礎となる２３地区社協と連

携した地域支援に努めた。 

ア 地区社協会長会の運営支援 

地区の現状や課題の検討、意見交換を行うために、市内を６ブロックに分け、ブロ

ック別地区社協会長会議を開催した。 

（地区社協会長会議及びブロック別地区社協会長会議の開催状況） 

期 日 内     容 場  所 

6月 13日 

（第１回） 

○地区社会福祉協議会会長会並びに市社会福祉協議会役員 

選任について 

○市社協会費の納入について（一般会費・賛助会費）    

○令和５年度地区社協地域福祉活動助成金交付申請書の提

出について 

○地区社会福祉協議会事業と地区社協会長会の役割について

○前橋市地区社会福祉協議会会長会規約の一部改正について

○令和 4 年度事業報告および会計報告・監査報告について 

○令和 5 年度事業計画(案)および会計予算(案)について     

○生活支援体制整備事業と町社協の設立状況について 

○その他                                        

前橋市商工会議

所 ３階 

アネモネ・バンブ

ー 

11月17日 

 

 

〇地区社協ブロック別情報交換会(南ブロック) 

・各地区で感じていることや課題感、事業実施状況等につい

て意見交換 

下川淵公民館 

会議室 

11月21日 

 

〇地区社協ブロック別情報交換会(中央-1ブロック) 

・各地区で感じていることや課題感、事業実施状況等につい

て意見交換 

市総合福祉会館 

第4会議室 

11月24日 

 

 

〇地区社協ブロック別情報交換会(中央-2ブロック) 

・各地区で感じていることや課題感、事業実施状況等につい

て意見交換 

市総合福祉会館 

第1作業室 



11月30日 

 

 

〇地区社協ブロック別情報交換会(北ブロック) 

・各地区で感じていることや課題感、事業実施状況等につい

て意見交換 

南橘公民館 

ホール 

12月4日 

 

 

〇地区社協ブロック別情報交換会(東ブロック) 

・各地区で感じていることや課題感、事業実施状況等につい

て意見交換 

福祉サービスセン

ター「いこいの家」 

プレイルーム 

12月8日 

 

 

〇地区社協ブロック別情報交換会(西ブロック) 

・各地区で感じていることや課題感、事業実施状況等につい

て意見交換 

元総社公民館 

第2会議室 

 

1月17日 

 

 

○地区社協６ブロック代表者会議 

・地区社協会長会における今後の流れについて 

・ブロック別情報交換会の報告について 

・振り返り、まとめ 

市総合福祉会館 

第3会議室 

3月7日 

（第2回） 

○地区社協ブロック別情報交換会議、6ブロック代表者会議

の報告について 

○次年度の地区社協会長会の取り組みについて 

○町社協の設立状況について 

○のびゆくこどものつどい・地区社協が進める交流事業につ

いて 

○地区社協関係助成事業について 

○その他 

・地区社協会長変更届について                 

・次年度の会費について   

市総合福祉会館 

第１・２会議室 

イ 地区社協活動の支援 

研修会の開催や他団体との共催事業、企業、学生、NPO 法人等、多様な主体との協

働事業など、各地区で工夫をしながら活動が行われた。 

・地区社協地域福祉活動助成金  総額４，４９４，１４０円（市社協会費を財源） 

・地区社協関係助成事業     総額７，０９４，０００円（共同募金を財源） 

（各地区活動状況） 

地区名 内          容 

岩 神 ・ふれあい会食会 ・ソンリッサ地域健康講座（後援） 

・ボッチャリーダー養成研修（岩神地区地域づくり協議会福祉活動部会共催） 

・視察研修（宇都宮市への視察） 

・コミュニティカフェ体験会/ラジオ体操+コミュニティカフェ（スターバックス

敷島公園店協力） ・岩神サウナ（岩神サウナの会共催）・各種団体への助成 

敷 島 ・ふれあいの広場 ・ふれあい会食会 

・第三コミュニティセンター地域健康講座（ソンリッサ主催への後援） 



・あおぞらカフェ（NPO法人三和会・前橋平和郵便局共催） 

・あおぞらカフェ（㈱MOO FACTORY 共催） ・各種団体への助成  

若 宮 ・ふれあいの広場 ・ふれあい会食会 ・食育推進事業 

・高齢者見守り事業（ひとり暮らし高齢者生活支援品配布事業） 

城 東 ・城東フェスタ(ふれあいの広場) ・ふれあい会食会  

・地区社協研修会 ・各町へ助成 ・各種団体への助成 

中 部 ・ふれあいの広場 ・地区社協研修会 ・広報紙発行 ・就学児童祝い金  

・高齢者敬老祝い金 ・各種団体への助成 ・企画運営会議 

中 川 ・地区社協研修会 ・意見交換会 ・はつらつカフェ視察 

・各町へ助成 ・各種団体への助成 

文 京 ・ふれあいの広場 ・ふれあい会食会 ・視察研修 (飯能市への視察) 

・各町へ助成 ・各種団体への助成 ・企画運営会議 

南 部 ・ふれあいの広場 ・ふれあい会食会 ・企画運営会議(毎月第２火曜日) 

・地区社協地域福祉研修会 ・町社協活動費の助成  

上川淵 ・ふれあいの広場 ・ウォーキング講座 ・ボッチャ交流講座 

・小学校入学児童への記念品贈呈 ・脳トレ冊子配布 ・広報紙発行  

・各種団体助成金 ・企画運営会議 

下川淵 ・トライアングルフェスタ(ふれあいの広場) ・ふれあい会食会 

・広報紙発行 ・各町サロンへの助成  

芳 賀 ・ふれあいの広場 ・７つの祝い ・敬老行事 ・各町へ助成 

・地区社協研修会(群馬中央病院認知症看護認定看護師) 

桂 萱 ・ふれあいの広場 ・ふれあい会食会 ・視察研修(南アルプス市への視察) 

・福祉講演会(NPO法人じゃんけんぽん井上理事長) 

東 ・ふれあいの広場 ・ふれあい会食会 ・地域講座(NPO 法人ソンリッサ) 

・地区社協研修会 ・企画運営会議 

元総社 ・ふれあい会食会 ・敬老訪問事業 ・広報紙発行 

・黄色でツナガルプロジェクト ・企画運営会議 

総 社 ・ふれあいの広場 ・地区社協主催研修会(NPO 法人じゃんけんぽん井上理事長) 

・企画運営会議 

南 橘 ・ふれあいの広場 ・ふれあい高齢者訪問事業 

・写真イベント  ・企画運営会議 

清 里 ・ふれあいの広場 ・敬老祝い品配布 

・生活支援体制整備事業講座「いきいき身体づくり教室」（２回）  

・座談会（企画運営会議：２回開催） ・各町へ助成 

永 明 ・ふれあいの広場 ・民生児童委員活動ユニフォーム作成 

・視察研修(那須塩原市への視察) ・各種団体への助成 



城 南 ・ふれあい会食会 ・広報活動(地区社協だより)  

・地区福祉施設等への消耗品の寄贈 

・地区社協主催講演会 ・企画運営会議 ・各種団体への助成 

大 胡 ・お花見ウォーキング ・謎解きウォークラリー ・サロンリーダー研修  

・ふれあいのまちづくり研修 ・ふれあい交流会(２回開催) 

・広報紙発行、別冊支え合い（脳トレ冊子）発行  

・福祉団体、体操クラブ助成 ・認知症ささえあい川柳 

宮 城 ・ふれあいの広場 ・ふれあい会食会 ・広報紙発行  

・おたすけ隊町代表者会議（企画会議）・認知症研修会 

・困りごとアンケート調査 ・年末お掃除隊、おせち配布 

・敬老祝・宮城地区戦没者追悼式 ・小中学校入卒祝品贈呈 

・ふれあいミニデイサロン ・おもちゃの病院 ・サロン、団体への助成 

・お助け隊活動への支援(チラシ発行、燃料代支出等) ・認知症ささえあい川柳 

粕 川 ・ふれあいの広場 ・ふれあい会食会 ・広報紙発行 

・サロンへの助成支援 ・防災のつどい 

・企画運営会議 ・団体への助成 ・認知症ささえあい川柳  

富士見 ・ふれあいの広場 ・ふれあいのまちづくり研修会 ・町社協活動説明会  

・給食サービス事業 ・友愛訪問事業 ・ひとり親家庭クリスマス交流会 

・年末大掃除シルバー人材センター会員派遣サービス  

・子ども福祉啓発本配布事業 ・住民活動用機材等貸出し 

・戦没者追悼式 ・世代間交流 ・居場所づくり事業 ・サロン事業助成  

・ひとり暮らし高齢者交流事業 ・富士見ふらっとウォーキング 

・広報紙発行 ・各種団体への助成 

・企画運営会議 ・町社協設立及び同設立予定自治会代表者会議  

⑥ その他の事業 

ア 地域福祉年末年始配分事業 

地域で子どもを支援する世帯および団体に、明るく新年を迎えてもらえるよう年末

年始に行う行事に係る費用に対し一部補助した。地域歳末たすけあい募金を原資とし

て、子ども食堂１５か所、里親１６か所、ファミリーホーム４か所の合計３５か所に

１，１６０，０００円を配分した。 

イ 安心カード事業 

加齢や疾病、障がい、ひとり親などの理由により日常生活に不安を感じている世帯、

その他希望する世帯に対し、いざという時の生命の安全確保につなげ、生活の安心感

を高めてもらうことを目的とした「安心カード」を、善意銀行預託金を原資として作

成した。 

自治会、民生委員、行政機関窓口、市内一部薬局、市内郵便局（４６局）、ケアマネ

ジャー等専門職の協力を得て安心カードを配布した。 

また、行政、医師会や薬剤師会等の各関係機関にポスターを配布し、周知活動に協



力いただいた。 

    （協力機関） 

     市消防局、市警察署、市医師会、市薬剤師会、市内郵便局（４６局）、市民生委員

児童委員連絡協議会、市関係課、市自立支援協議会、市柔道整復師会 

・平成２２年度事業開始 配布数累計   ８５，２４８枚 

・新様式配布数（平成３０年度～）    ４６，２５１枚 

・令和５年度配布数            ３，３３７枚 

ウ 高齢者電話訪問事業 

市からの委託を受け、訪問員８名を委嘱し、主にひとり暮らし高齢者に対して電話

での訪問を行い、安否確認や悩みごと、不安の解消に努めるとともに、高齢者に関す

る困りごと相談や福祉の問い合わせ等に応じた。 
(電話訪問運営状況)（開所日数２３８日） (人) 

 登録者数 ６３（男２０・女４３） 

 訪問延人数 ２，４５１ 

 １日平均訪問数 １０．３０ 

 
エ 共同募金運動への協力 

赤い羽根共同募金運動、地域歳末たすけあい運動に協力し、市民の善意を地域福  

祉事業に活用した。また、募金運動の一環として、１０月７日、前橋まつり文化交流

広場にて街頭募金を実施した。 

オ 地域づくり事業との連携 

市で進めている地域づくり事業の各地区福祉部会の活動を支援し、月に１度開催さ

れている地域づくり連絡会に出席をした。 

新型コロナウイルス感染症の影響もありながら、地区社協と共催で研修会を実施す

るなど、各地区で工夫を凝らし実施する事業を支援した。 

カ 戦没者追悼式の実施及び援助 

１０月２４日、前橋市総合福祉会館ホールで実施された市戦没者追悼式の開催支援

を行った。また、地区戦没者追悼式を開催した桂萱地区社協、城南地区社協、宮城地

区社協、粕川地区社協、富士見地区社協に対し、戦没者及び空爆犠牲者慰謝激励費を

交付した。 

キ 民間社会福祉関係団体の支援 

(ｱ) 前橋市民生委員児童委員連絡協議会 

(ｲ) 前橋市地区社会福祉協議会会長会 

(ｳ) 前橋保護区保護司会 

(ｴ) 前橋地区更生保護女性会 

(ｵ) 遺族の会前橋市連合支部及び女性部 

(ｶ) 前橋市共同募金委員会 

 



(2) 児童クラブの運営 

市からの委託を受け、おおご、おおごひがし、みやぎ及びかすかわ児童クラブを運営し

た。各クラブの特性を活かしながら、統一した保育が行えるよう、事務担当連絡会議、主

任支援員会議を行い、児童と保護者が安心して利用できるよう環境整備に努めた。 

（月別平均利用者数）                       (人) 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計 

おおご １０ １７  ６ ４ １ ０ ３８ 

おおごひがし １３ ２６ １５ ４ ０ ０ ５８ 

みやぎ １７ １１ １５ １０ １ ０ ５４ 

かすかわ １３ １７ １１ １０ ６ ２ ５９ 

合計 ５３ ７１ ４７ ２８ ８ ２ ２０９ 

① 安全・安心な保育の提供 

ア 保護者アンケートの継続実施と連携強化 

アンケートを９月に実施、１１月に集計結果を保護者へ報告した。意見要望等につ

いては連絡会議で職員が共有し、クラブごとに改善した。 

イ 各小学校との情報交換会の実施 

各小学校の教頭を通じて、年間を通して常に連携した。 

ウ 火災・地震等を想定した避難訓練の実施 

各クラブにて、危機管理マニュアルに沿って年２回避難訓練を行った。 

エ 緊急メールシステムの導入 

  台風、降雪等の自然災害及びインフルエンザ・新型コロナウイルス流行時に、各  

クラブの対応を保護者に送信し、いち早く情報を伝達した。 

② 豊かで健やかな育ちの支援 

ア 学校や関係機関とのネットワーク構築 

各小学校主催の関係機関会議に参加して情報交換を行った。 

イ 子育て相談の充実 

主任支援員を中心に随時、保護者から相談を受け、相談内容と回答を他の支援員と 

共有した。新1年生の保護者からの相談が多く、保護者の不安解消に努めた。 

③ 職員の資質向上 

ア 自主勉強会・研修会への参加促進 

内部研修(救急救命、障害児保育、接遇、虐待防止)を開催した。県主催の外部研修

に参加した。 

イ 放課後児童支援員認定資格取得の促進 

受講資格のある職員１名が参加し、取得数４クラブ合計３１名となった。 

 

 

 

 



３ 生活支援課 「参加と協働による生活支援の推進」 

 

地域共生社会の実現に向けてボランティア活動や市民活動のコーディネートを促進し、

学校、地域、企業を対象とした福祉教育を実施した。また、生活課題を気軽に相談でき、

必要なサービスが受けられるように相談支援体制を整備した。 

 

(1) ボランティアセンター事業 

① ボランティア総合支援事業 

ア ボランティア活動コーディネート 

(ｱ) ボランティア相談 

内容 件数 

① ボランティア活動登録相談 ２４ 

② 依頼相談  ３ 

③ 生活支援相談 ３４ 

④ その他の相談 ６１ 

合計 １２２ 
 
(ｲ) ボランティア登録 

ボランティア活動を希望する個人や団体に登録してもらうことで、情報提供やコ

ーディネートを行い、ボランティア活動の推進を図った。 

団体登録 芸能グループ 個人登録 

５５団体 ７０グループ ２３４人  

(ｳ) 芸能ボランティア活動紹介 

 合計 

活動件数 ２１４ 

イ ボランティア活動保険の加入促進 

ボランティア活動保険 ３０７団体、６，１８０人 

ボランティア行事用保険 ５６件 

福祉サービス総合補償 １５件 

送迎サービス補償 ２件 

ウ ボランティア情報発信 

(ｱ)  情報誌の発行 

  個人ボランティア、ボランティア団体及び公民館等の関係団体に対して、ボランテ

ィア活動に関する情報誌を年２回発行した。 

 (ｲ) ホームページ・ＳＮＳの活用 

ボランティアの募集や活動状況等をタイムリーに発信した。 

 



② 福祉教育・人材育成推進事業 

ア 学校・団体・企業等の福祉教育活動への支援 

小学校、中学校、大学・専門学校等及び関係機関での福祉教育活動を、障がい当

事者や民生委員、登録ボランティアの協力を得て実施した。 

（小学校） 

№ 学校名 コマ数 

１ わかば小学校 ４ 

２ 勝山小学校 ５ 

３ 白川小学校 ２ 

４ 桂萱東小学校 ３ 

５ 総社小学校 ２ 

６ 総社南小学校 ２ 

７ 永明小学校 ８ 

８ 宮城小学校 ２ 

９ 共愛学園小学校 ５ 

１０ 城東小学校 ４ 

１１ 岩神小学校 ２ 

１２ 桃川小学校 ５ 

１３ 新田小学校 ５ 

１４ 荒牧小学校 ５ 

１５ 粕川小学校 ５ 

１６ 上川淵小学校 ３ 

１７ 原小学校 ８ 

１８ 東小学校 ７ 

１９ 石井小学校 ４ 

２０ 細井小学校 ４ 

２１ 時沢小学校 ４ 

２２ 中川小学校 ５ 

２３ 敷島小学校 ２ 

２４ 城南小学校 ４ 

２５ 大胡小学校 ６ 

２６ 大胡東小学校 ４ 

２７ 滝窪小学校 ３ 

 計２７校 １１３ 

（中学校） 

№ 学校名 時間数 

１ 第七中学校 ４ 



２ 第五中学校 ４ 

 計２校 ８ 

（大学・専門学校等） 

№ 学校名 時間数 

１ 群馬大学 １．０ 

２ 共愛学園前橋国際大学 ４．０ 

３ 群馬県警察学校 １．５ 

 計３校 ６．５ 

（関係機関・団体・企業等） 

№ 団体名 時間数 

１ 文京地区民生委員児童委員会 １．５ 

２ 連合群馬前橋地協 ５．０ 

３ 株式会社ベイシア ３．０ 

４ 前橋市役所 ３．０ 

５ 富士見地区子ども育成会連合会 １．０ 

６ 敷島小学校教職員 １．０ 

７ 前橋高等学校JRC部 １．０ 

８ 前橋市障害福祉課 ５．０ 

９ 群馬県立ふれあいスポーツセンター １．０ 

１０ 前橋地方裁判所・前橋家庭裁判所 ３．０ 

１１ 関東運輸局群馬運輸支局 ４．０ 

１２ 前橋中央公民館 ２．５ 

 計１２団体 ３１．０ 

 

   イ 親子でクワガタ・カブト飼育講座（視覚障がい者の講師等による） 

（年度内の開催１１回 参加者数；前期１４組、後期１３組、計２７組） 

ウ 福祉教育機材貸出 

 

 

 

③ 福祉団体・企業社会貢献活動支援 

 ア 前橋市ボランティア団体連絡協議会 

市内ボランティア団体活動の活性化を目的として組織された協議会の事務局として、

協議会活動を支援した（令和５年度末、５２団体）。 

・総会を６月３日(土)に開催し、総会後に研修を実施した。 

・役員会を年４回、正副会長会を１回対面で開催した。 

・防災研修、いわき市復興支援バスツアー、情報交換会を実施した。 

  車イス 点字練習機 白杖 高齢者擬似装具 

貸出数 ９６ ５０ ８ １３９ 



 イ 共同募金の団体配分と活動団体支援 

地域福祉活動に取り組むNPO法人や任意団体に対して共同募金の配分を行った。 

・令和５年度配分申請受付１５件 

   ウ 子ども食堂等運営団体の情報収集やコーディネート 

 (ｱ) 活動実態調査及び活動紹介 

市内２６か所の子ども食堂や子どもの居場所の活動実態の情報を収集し、本会ホー

ムページに掲載した。 

   (ｲ) 「こども食堂フェスタ～まえばし～」を実行委員とともに開催し、市内の子ども

食堂の周知を行った。 

④ 住民参加型在宅福祉サービス事業 

「前橋ふれあいクラブ」「子育て支援サークルしゃぼんだま」「生活支援サークルと

もだち」の活動を通じて生活課題の解決に努めた。 

 

前橋ふれあいク

ラブ（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾ

ﾝﾀｰ） 

子育て支援サークル 

「しゃぼんだま」 

（大胡支所） 

生 活 支 援 サ ー ク ル

「ともだち」 

（大胡支所） 

活動件数（件） １３６ ２０（サロン） ４９ 

延活動時間数（時間） ４９３ ４０（サロン） ９８ 

活動会員数（人）  ３２ ８ ６ 

利用会員数（人） ３７ ２７ １０ 

 

⑤ 災害等準備事業 

ア 災害ボランティアセンター設置・運営及び訓練 

ＩＣＴを取り入れたマニュアルを作成し、Facebookでの広報手順を確認した。 

イ 災害派遣・支援 

（ｱ）「災害時等おける相互協力に関する協定」により福島県いわき市災害ボランティ

アセンターへ職員を１４人派遣した。 

（ｲ）「関東甲信越静ブロック都県指定都市社会福祉協議会災害時等おける相互協力に

関する協定」により令和６年能登半島地震被災地(石川県)へ職員を２人派遣した。 

ウ 研修等への参加 

(ｱ)市災害対策本部会議開催訓練(図上訓練)に参加し、災害ボランティアセンター設置

の指示を受ける訓練を行った。 

(ｲ)沼田市社会福祉協議会主催の「令和５年度災害ボランティアセンター会場設営訓

練」に参加協力した。 

エ 協定締結 

公益社団法人前橋青年会議所と「災害時における協力体制に関する協定」を令和

５年１２月１４日に締結し、災害ボランティアセンターの運営や被災地域でのボラ

ンティア活動を支援していただけるようになった。   



⑥ 善意銀行配分事業 

市民からの善意に基づく金品の預託を受け、地域福祉事業や市内の福祉施設・団体

や援助を必要とする人などへ配分した。 

(預託金)  

地域福祉事業（８事業）へ２，７４７，１９８円を配分し、硬貨入金手数料など必

要経費１７，１１３円を支出した。指定寄付金は寄付者の希望通り配分した。預託金

合計額は３３，６５３，４１０円となった。 

（預託物品） 

     生活用品等６６件の預託品があり、市内社会福祉施設・団体や援助を必要とする人

などへ配布した。預託品のアルミ缶プルトップは換金し、地域福祉事業に活用した。

入れ歯回収ボックスを市内老人福祉センター５ヶ所、みやぎふれあいの郷、市総合福

祉会館、ボランティアセンターに設置した。 

⑦ 介護予防活動ポイント制度事業 

市からの委託を受けて、介護予防活動ポイント制度のうち、施設活動希望者の登録

説明・研修会を実施し、研修修了者の登録を行うとともに活動に関する相談に応じた。 

ア 登録研修会 

開催回数１２回 参加者数９７人 登録者数７３人 

延べ登録者数４６４人 

 イ 登録者向け研修会 

開催回数２回 参加者数７５人 

スマートフォン講座『スマホ使い方講座』 講師：（株）ジーシーシースタッフ職員 

１回目 令和５年１１月２日、１１月７日 

２回目 令和５年１１月１０日、１１月１７日 

 
 (2) 生活支援に向けた相談支援体制の整備 

① 身近な相談窓口の充実 

 ア 心配ごと相談所事業 

善意銀行預託金を原資として、前橋市総合福祉会館の相談室において、学識経験者

等１６人が相談員となり、毎週月曜日から金曜日に開設した（午後１時～４時）。 

出張相談を、市社協大胡支所にて奇数月第２水曜日（予約制）、老人福祉セン

ター（おおとも、しきしま、ひろせ）にて輪番で毎月最終木曜日に行った。 

(内容別相談件数)  相談取扱件数 ３０６件 開所日数２３７日 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19  

  一般寄付金 指定寄付金 雑収入 合 計 

預託金件数（件） 31 ７ 3 41 

預託金金額（円） 2,747,381 1,493,000 32,257 4,272,638 
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・
青
少
年 

障
が
い
者
福
祉 

母
子
・
父
子
福
祉 

高
齢
福
祉 

苦 
 

 
情 

そ 
の 

他 
合 

 
 

計 

件数 15 1 13 9 65 4 12 2 7 6 57 0 0 2 0 0 6 10 105 314 

     ※相談事項欄は、相談１件で、複数の相談内容を含む。 

(ｱ) 相談員に対する研修の充実 

「相続登記の改正について」をテーマに研修会を１回行った。 

(ｲ)  相談員とのミーティングの開催 

       円滑な相談所運営を行うために年２回行った。 

(ｳ) 専門機関との連携強化 

相談内容に応じて相談者を他機関に紹介し相談機能を充実するため、専門機関と

の連携を図った。 

イ 相談窓口の充実 

本所、各支所及び各老人福祉センター等において、身近な相談窓口として来館者

の相談に対応した。また、必要に応じて専門機関との連携を図った。 

② 権利擁護体制の確立 

ア 日常生活自立支援事業 

群馬県社会福祉協議会からの委託を受け、認知症高齢者等に対して、福祉サービス

の利用援助や日常的金銭管理、書類などの預かりサービスの支援を行うとともに、利

用者の成年後見制度への移行や制度の利用に係る連絡調整を行った。 

また、事務手続きの確認体制の強化に重点を置き、事故防止に努めた。 

(ｱ) 事業の運営状況（事業対象地域 前橋市） 

（相談件数）                            （件） 

相談形態別 相談分野別 相談内容別 

訪問相談 ９２５ 認知症高齢者 ２，２２１ 問い合わせ ２０８ 

電話相談 ７，８３９ 知的障がい者 ３，２３４ 新規相談 ３６３ 

来所相談 ５０３ 精神障がい者 ３，７９４ 継続相談 ８，６９６ 

その他 ０ 身体障がい者他 １８ その他 ０ 

合計 ９，２６７ 合計 ９，２６７ 合計 ９，２６７ 

 

  （契約件数）                 （件） 

  新規契約 継続 計 

内 

 

認知症高齢者 １９ ４５ ６４ 

知的障がい者 ４ ４９ ５３ 



訳 精神障がい者 ９ ６０ ６９ 

寝たきりの高齢者 ０ ０ ０ 

合  計 ３２ １５４ １８６ 

 

 （終了件数）         （件） 

理 

 

由 

死亡 １５ 

成年後見への移行 ５ 

施設入所 ６ 

本人の申し出 １０ 

親族管理 １ 

再契約等その他 ０ 

合  計 ３７ 

 
 生活支援員の養成 

講座名 開催日 参加人数 

生活支援員養成講座 隔年実施のため未実施 ― 

生活支援員研修会 １１月３０日 ３６人 

(ｲ) 研修等の協力 

開催者 研修会名 協力形態 

群馬県社会福祉協議会 新任専門員研修 講師、内容検討（研修委員） 

群馬県社会福祉協議会 新任専門員研修 内容検討（研修委員） 

群馬県社会福祉協議会 専門員研修Ⅱ 講師 

全国社会福祉協議会 社協活動全国会議 実践報告 

栃木県社会福祉協議会 専門員研修会 講師 

(ｳ)事業啓発活動 

実施日  研修会等名 

６月１３日、８月１２日 桂萱圏域ケアマネジャー研修会 

６月１６日 城南圏域ケアマネジャー研修会 

６月２１日 永明圏域ケアマネジャー研修会 

６月２６日 東圏域ケアマネジャー情報交換会 

８月 ８日 南橘圏域ケアマネジャー情報交換会 

１０月１３日 地域包括支援センター西部多職種研修会 

１月１６日 地域包括支援センター中央東実務担当者会議 

２月２６日 下川淵地区実務担当者会議 

３月２５日 上川淵地区実務担当者会議 

 



イ あんしんサポートまえばし（成年後見制度利用促進事業） 

市からの委託を受け、地域連携ネットワークのコーディネート役となる中核機関「あ

んしんサポートまえばし」の運営を行い、成年後見制度に関する支援機関として相談窓

口を設置し、広く周知啓発等を行い、前橋市における成年後見制度の利用促進を図った。 

(ｱ) 相談窓口の設置（一般相談） 

相談内容 件数 

成年後見制度説明 １８ 

制度利用の必要性について ２１ 

成年後見制度申立について ５２ 

後見人等選任について ６ 

後見人等の職務について ５ 

任意後見制度について １２ 

申立書類の書き方について ４ 

身元保証に関する相談 ０ 

将来への不安・死後事務について １０ 

親亡き後について ２ 

その他 １２ 

合  計 １４２ 

 

(ｲ) 相談窓口の設置（専門相談） 

月３回の相談日を設け、福祉、司法等の専門職を配置する来所型、地域包括支援

センターや障害者相談支援事業所が開催する個別支援会議において、相談員の派遣

を行う訪問型相談を実施した。 

       ・来所型 第２水曜日：司法書士 第３土曜日：社会福祉士 第４木曜日：弁護士 

           午前１０時から１２時まで実施。１５回開催、相談案件１８件 

      ・訪問型 ３回派遣 

   (ｳ) 周知啓発 

   開催日 内容 参加人数 

市

民

向

け

講

座 

権

利

擁

護

講

座 

１月１１日 耳・目・心を傾けて聞いてみよう ２４人 

１月１８日 認知症の理解、精神・知的障がいの

理解 

１月２５日 成年後見制度について 

１月 １日 民法の基礎（財産・相続・遺言） 

支

援

者

初

級

編 

９月２１日 

 

・成年後見制度について 

・成年後見制度利用に際して支援者の

かかわりを理解するために 

５３人 

 



向

け

研

修

会 

応

用

編 

１２月１１日 ・中核機関の役割と前橋市の相談体制

について 

・権利擁護支援における発見・相談・

課題の整理や、それに関する支援者の

役割の理解 

・制度利用に向けた本人への説明、意

思決定支援について 

３２人 

実

践

編 

１２月２０日 ・後見人の役割の理解 

・後見人との連携・役割分担、チーム

作りについて 

２３人 

出前講座の実施 

   地域の会議等へ出向き、市民や支援者に対し、制度説明や中核機関の役割につ 

いて説明を行った。  

      (ｴ) 利用促進 

成年後見制度の利用が見込まれる方について、専門職を交え、支援方針の決定、

市長申立の適否について協議する方針決定会議を開催した。 

開催日 協議件数 

４月１２日 ０ 

６月１３日 ３ 

８月 ９日 ２ 

１０月１１日 １ 

１２月１３日 １ 

２月１４日 ２ 

(ｵ) 後見人支援 

  選任された後見人等はスムーズに後見活動が行えるよう、本人を交えた関係者とで 

チーム会議を開催。支援方針の共有や役割分担を行った。６回開催。 

(ｶ) 関係機関との連携 

行政関係課、家庭裁判所、三士会等成年後見制度の相談窓口をもつ機関と 

定期的に意見交換、情報交換を行うことで連携体制を構築した。 

・協議会の実施 

     既存の地域ケア推進会議、障害者虐待防止・差別解消ネットワーク会議を協議 

会とし、本事業に関する計画や状況の報告を行った。 

   (ｷ) 調査研究 

成年後見制度に関する現状やニーズ把握、今後の利用促進に向けた情報を

収集し、事業を展開していくため、市内地域活動支援センター、生活介護事

業所に通所する方のご家族を対象としてアンケート調査を実施した。 

ウ 地域包括支援センター東部  ＊公益事業区分 

市からの委託を受け、大胡、宮城、粕川地区を対象とする「前橋市地域包括支援セ



ンター東部」を運営した。 

(ｱ) 総合相談支援事業 

高齢者に関するさまざまな相談を受け、適切な機関・制度・サービスにつないだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 権利擁護業務 

高齢者の人権・権利を守ることを目的に、高齢者虐待の早期発見・対応を心がけ、

市社協関係課や警察等様々な機関と連携し援助した。 

１ 高齢者虐待への対応件数                １００ 

（うち、虐待ケース会議開催件数７） 

内 
訳 

身体的虐待 ４７ 

経済的虐待 ４８ 

精神的虐待      ０ 

介護放棄      ５ 

２ その他                              ０ 

 

(ｳ) 包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

介護支援専門員からのケース相談に応じ、また、介護支援専門員を対象とした事

業を実施し、介護支援専門員を支援した。 

・相談件数     ２３６件 

・圏域内事業（情報交換会） 

・市内全域事業（情報交換会、全体研修会） 

(ｴ) 介護予防ケアマネジメント事業 

総合事業のサービス希望者に対して、基本チェックリストを実施し、該当者に対

して介護予防及び日常生活支援を目的として、その心身の状況、置かれている環境

その他の状況に応じて、前橋市の定める訪問型サービス、通所型サービス、その他

の生活支援サービス等適切なサービスが包括的かつ効果的に提供されるように援助

を行った。 

(ｵ) 地域ケア会議の開催 

地域ケア会議を開催するなど地域包括ケアシステムの推進に努めた。 

   （地域ケア会議開催状況） 

相
談
形
態
䥹
件
䥺 

訪問相談 ３６９ 

相
談
内
容
䥹
件
䥺 

介護相談 ７８５ 

電話相談 １，４７５ 介護保険サービス ６４３ 

来所相談 １９６ 新総合事業 ２ 

その他 ３８ 保健・福祉サービス ８ 

  ケアマネジメント １１４ 

  権利擁護 ２６０ 

  その他 ２６６ 

合  計 ２，０７８ 合  計 ２，０７８ 



 

 

 

（ｶ）生活支援体制整備事業 

地域資源に関する情報の把握と整理、活動の推進を図るため行政と連携を図った。 

(ｷ) 介護予防支援事業 

月別利用者数                 (人) 

月 包括 委託事業所 合 計 

４ ２２９ １３１ ３６０ 

５ ２２３ １３２ ３５５ 

６ ２２７ １３３ ３６０ 

７ ２３２ １３４ ３６６ 

８ ２３２ １３３ ３６５ 

９ ２３０ １３３ ３６３ 

１０ ２２８ １３４ ３６２ 

１１ ２３１ １３８ ３６９ 

１２ ２３５ １４１ ３７６ 

１ ２３６ １３６ ３７２ 

２ ２３９ １３６ ３７５ 

３ ２３８ １４０ ３７８ 

合計 ２，７８０ １，６２１ ４，４０１ 

③ 生活困窮者の自立相談支援の充実 

ア 生活困窮者自立相談支援・家計改善支援事業  ＊公益事業区分を含む 

市からの委託を受け、生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援機関として「ま

えばし生活自立相談センター」を運営した。 

自立相談支援の一環として就労支援を実施し、センター内に無料職業紹介所を開設

会議名 内容 出席者 実施回数 

調整会議 
活動内容の情報共有と

支援について 
地域の代表者等 ３回 

実務担当者会議 

・地域において認知症の

当事者や家族への理解

を深める 

・看取りに関して専門職

と介護支援専門員の連

携について 

地域の実務担当者 ２回 

自立支援型地域

ケア個別会議 

個別事例をとおして多

職種からの専門的な助

言を得て高齢者の生活

行為の課題等明確化 

ケースの関係者、

専門職 
１回 



することで就労支援の充実に努めた。 

(ｱ) 自立相談支援 新規相談受付件数   ５０２件 

うち、支援同意件数         １１６件 

(ｲ) 支援プラン作成数   新規７０件・継続４７件 

(ｳ) 相談支援回数（延べ回数）      ４，１２６回 

(ｴ) 家計支援プラン件数            ２１件 

(ｵ) 関係機関、地域住民への継続した事業周知 

新型コロナウイルス感染拡大予防に配慮しながら、各関係機関への個別訪問など

でパンフレットを配布し、相談に訪れた市民に対しての事業周知の協力を依頼した。 

(ｶ) まえばしフードバンク事業相談窓口業務 

生活困窮者（生活保護受給者を除く）のうち食糧支援が必要な相談者に対して申 

請を支援した。             申請件数 ９４３件  

(ｷ) 関係機関との連携 

関係機関と連携しながら支援に努めた。生活保護初回相談への同席や民生委員の

定例会に出席し、事業説明を実施することで支援の情報を提供した。また利用者情

報の共有により支援効果を高められるようにチャレンジセンターまえばしと定期的

な合同会議を開催した。 

イ 生活福祉資金貸付事業 

群馬県社会福祉協議会からの委託を受け、民生委員の協力体制のもとに、低所得世

帯及び高齢者又は障がい児者等のいる世帯に対し資金の貸付事業を行い、生活の安定

向上に努めた。 

 (貸付状況) 

資金種別 件数 貸付金額(円) 

総合支援資金 

生活支援費 ０ 0 

住居入居費 ０ 0 

一時生活再建費 ０ 0 

福祉資金 

福祉費 １２ 1,625,000 

緊急小口（含、生保つなぎ貸付） ８ 374,000 

生活復興支援資金 ０ 0 

教育支援資金 就学支度費・教育支援費 ４ 3,662,000 

不動産担保型 

生活資金 

不動産担保型生活資金 ０ 0 

要保護世帯向け不動産担保型

生活資金 
２ 14,757,000 

臨時特例つなぎ資金  ０ 0 

合 計 ２６ 20,418,000 

ウ 生活困窮者食料等配付事業 

まえばし生活自立相談センターに相談に来た市民に対し、善意銀行を原資として、



フードバンクまえばしでは対応できないニーズに対し、フードバンクの上限期間を超

えて食料支援を必要とする相談者への食料支援や、ライフラインの停止による卓上ガ

スコンロなどの調理器具、乳幼児がいる世帯への粉ミルクや離乳食、紙おむつなど５

件（実件数）を支援した。 

品目 延べ件数（件） 品目 延べ件数（件） 

食料品 １ おしりふき     ０ 

粉ミルク １ ｶｾｯﾄｺﾝﾛ    １ 

離乳食 １ ガスボンベ      ２ 

紙おむつ ２   

エ 生活困窮者就活等サポート事業 

一時的に生活困窮状態であるが就労活動を希望している者に対し、他からの支援が

望めず経費の工面が出来ないと課題解決できない場合に、善意銀行預託金を原資とし

て、緊急的に必要な諸費用を給付して就労活動を支援した。テレホンカード、住民票

取得費用、履歴書用写真費用など１件を支援した。 

④ 聴覚障がい者のための意思疎通支援事業 

市からの委託事業である「手話通訳設置事業」「手話通訳者派遣事業」「要約筆記

者派遣事業」を通して、聴覚障がい者の意思疎通支援に努めた。 

ア 手話通訳設置事業 

聴覚障がい者の社会生活全般のコミュニケーションを円滑にするため、手話通訳

者３人を設置して事業推進に努めた。 

(活動状況)                           (件) 

通 訳 電話通訳 相 談 連絡打合せ その他 合 計 

２８ ４３ １７４ １，９７５ ２５０ ２，４７０

(活動状況の内容別件数)                     (件) 

公的 

機関 

医療 

機関 

教育 

保育 

職業 

資格 

大 会 

会議等 

団体 

活動 

生 活 

その他 

コーディ

ネート 
合 計 

２５２ ２３ １８ ５ ０ １４８ １０３１，９２１２，４７０

イ 手話通訳者派遣事業 

聴覚障がい者の社会生活上の意志疎通を円滑にするため、手話通訳者（登録４２

人）を派遣した。 

(派遣状況)                                       (件) 

公的 

機関 

医療 

機関 

教育 

保育 

職業 

資格 

大会 

会議等 

団体 

活動 
その他 合 計 

３６ ２０３ ２４ ３４ ６３ １０ ４４ ４１４ 

ウ 要約筆記者派遣事業 

聴覚障がい者の社会生活上の意思疎通を円滑にするため、要約筆記者（登録４４



人）を派遣した。 

     (派遣状況)                        （件） 

公的 

機関 

医療 

機関 

教育 

保育 

職業 

資格 

大会 

会議等 

団体 

活動 
その他 合 計 

   ０    １    ５    ３ １６    ０    ２ ２７ 

 

(3) その他の事業 

①  車いす短期貸出事業 

 延利用件数（件） 

ボランティアセンター ２６０ 

大胡支所 １５ 

宮城支所  ９ 

粕川支所 １５ 

富士見支所 １４ 

合計 ３１３ 

②  福祉車両貸出事業 

 利用者数（人） 延利用件数（件） 

ボランティアセンター ３４９ ４２３ 

大胡支所 ２３ ７５ 

宮城支所 １３ ３２ 

富士見支所 ３１ １０１ 

合計 ４１６ ６３１ 

③ おもちゃの図書館運営事業 

善意銀行預託金を原資として、発達の遅れや障がいのある子どもたちが、おもちゃを

通して楽しく遊び、ボランティアや友だちとの交流が成長発達の一助となることを目的

として運営した。毎月２回の通常開館のうち７月と１２月にイベントをおこない、

多くのご家族にご利用いただいた。 

場所 前橋市総合福祉会館１階 

開館日、場所 第１･３土曜日 午後１時３０分～４時 

開館回数 ２４回 

利用者数 利用児童数延べ１５４人  ボランティア数１０１人 

 
 

 

 

 

 



４ 介護事業課 「地域に根ざした利用者本位の在宅福祉サービスの実現」 

 
高齢者や障がい者など支援を要する人が、住み慣れた地域で安心して生活が続けられる

よう、職員の資質の向上を図り、質の高い介護サービスの提供に努めた。 

 
(1) 本会の介護サービス事業  ＊公益事業区分を含む 

① 介護保険サービス（各事業の月別利用者数） 

ア 居宅介護支援事業     （人） 

月 利用者 

４ ２０６ 

５ ２０１ 

６ １９９ 

７ １９８ 

８ １９８ 

９ ２０３ 

１０ ２０７ 

１１ ２０３ 

１２ ２０７ 

１ ２０３ 

２ １９８ 

３ １９１ 

合計 ２，４１４ 

イ 訪問介護、介護予防訪問介護相当サービス事業（人） 

月 介護 予防 

４ １３３ １０７ 

５ １３０ １１１ 

６ １３５ １１０ 

７ １３１ １２０ 

８ １３１ １１５ 

９ １４０ １１０ 

１０ １４２ １１２ 

１１ １３９ １１０ 

１２ １３３ １１１ 

１ １３０ １０８ 

２ １２５ １０１ 

３ １２５ １０１ 

合計 １，５９４ １，３１６ 



ウ 地域密着型通所介護、介護予防通所介護相当サービス事業（人） 

月 

おおとも 大胡いこいの家 

介護 介護予防通

所介護相当 

介護 介護予防通

所介護相当 

４ ２５ ４ ３３ １３ 

５ ２６ ３ ３３ １１ 

６ ２６ ３ ３０ １２ 

７ ２６ ３ ３０ １３ 

８ ２５ ３ ３０ １４ 

９ ２３ ３ ３０ １１ 

１０ ２３ ３ ３１ １３ 

１１ ２３ ５ ３３ １３ 

１２ ２５ ４ ３１ １３ 

１ ２４ ４ ３０ １３ 

２ ２２ ４ ２８ １４ 

３ ２１ ４ ２７ １４ 

合計 ２８９ ４３ ３６６ １５４ 

エ 通所型サービスＡ（第一号通所事業） 

地域包括支援センター東部圏域において、前橋市の指定を受け、前橋市大胡

福祉サービスセンターいこいの家にて、原則毎週木曜日にピンシャン元気体操

と運動プログラム等を実施した。（延利用者数７５人） 

令和６年３月３１日付で事業を廃止した。 

② 障害福祉サービス（月別利用者数）      （人） 

月 居宅介護事業 同行援護事業 

４ ４４ ２ 

５ ４４ ２ 

６ ４４ ３ 

７ ３９ ３ 

８ ３９ ３ 

９ ３７ ３ 

１０ ３９ ３ 

１１ ４１ ３ 

１２ ４２ ３ 

１ ４２ ２ 

２ ４２ ３ 

３ ４２ ２ 

合計 ４９５ ３２ 



③ 受託事業（各事業の月別利用者数） 

ア 要介護認定等調査          （人） 

月 
保険者 

前橋市 前橋市外 

４ １ ４ 

５ １ ３ 

６ １ ０ 

７ １ ０ 

８ １ １ 

９ １ ３ 

１０ １ ０ 

１１ １ ２ 

１２ １ ０ 

１ １ ０ 

２ １ ２ 

３ １ １ 

合計 １２ １６ 

イ 介護予防サービス計画作成 （人） 

月 人数 

４ ３７ 

５ ３５ 

６ ３７ 

７ ３９ 

８ ３６ 

９ ３５ 

１０ ３５ 

１１ ３４ 

１２ ３３ 

１ ３１ 

２ ３１ 

３ ３２ 

合計 ４１５ 

ウ 市受託事業 

事業名 実利用者数(人) 
延提供時間 

または年間延訪問回数 

移動支援事業 ８ ２４５．５時間 

産後ヘルパー派遣事業 １３ １８４回 



④ 低所得者対策の実施 

社会福祉法人等による利用者負担軽減事業を実施し、低所得者に対する利用料の軽減

を行っている。今年度の利用者はいなかった。 

⑤ 福祉に携わる人材養成のための訪問介護実習の受け入れ 

同行訪問実習     ０人 

     ケアマネ実務研修  ２人 

 

(2) 利用者の自立支援と問題解決のための取組 

介護が必要になっても住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、社協の他部  

署や各関係機関と連携を図り、社協としての特徴を活かした支援を行った。 

① 既存サービスの充実と連携 

ア 管理者会議にて各事業との協議 

管理者会議を開催し各事業所の情報共有を図り、サービスの質の向上について検討

を行った。 

イ 社協他部署の職員との連携 

制度だけでは解決できないケースに対し、地域福祉課及び生活支援課等と連携を図

り、社協の総合力による支援を図った。 

ウ 地域ケア会議への参加 

制度だけでは解決できないケースに対し、地域包括支援センターとの連携により地

域ケア会議を活用し、他職種の連携による支援を図った。 

② 個々の支援のための事業連携・開発 

介護保険制度以外で在宅生活を支えるため、訪問介護の自主サービス（生活援助・身

体介護・通院介助）を、延５９人の利用者に２２０回実施した。 

医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保されるために、他機関と連携を

図った。 

 
(3) 安定した事業運営 

安定した経営を実現するため、経営改善、経営方針を協議、検討するとともに、事業所

内研修を実施し職員の資質向上を図り、信頼される事業運営を目指した。 

① 地域に根ざした事業運営 

「介護を主とする地域住民の相談窓口の充実」を図り、地域住民や社協の他部署から

の相談に対応した。 

② 適切な事業運営 

ア 介護サービスの経営実態及び課題把握、改善 

管理者会議において、毎月の利用者数状況及び収支状況を確認し改善策を検討した。 

イ 虐待防止、身体拘束適正化 

「虐待防止のための指針」「身体拘束適正化のための指針」を作成した。 

虐待防止委員会及び身体拘束適正化検討委員会を開催した。 



   ウ 事業継続計画（ＢＣＰ） 

     事業継続計画に即し、社協の他部署と協同し、安否確認システムの訓練を定期的に

実施した。 

   エ 感染症の予防、まん延防止 

     「感染症の予防及びまん延防止のための指針」を作成した。 

     感染症対策委員会を開催した。 

 
(4) 職員の人材確保並びに資質の向上 

魅力ある職場環境を整えるとともに、個別研修計画を作成し、職員の資質向上を図った。 

① 研修の充実 

ア 研修体系と研修計画の作成及び実施 

発展・強化計画に「介護事業における対人援助力及び介護技術力の向上」を実施項目

に掲げ、研修を実施した。 

内 容 開催日 

【全体】救急救命研修 

  ６月２０日 

 ６月２１日 

 ８月２５日 

【訪問介護】精神障害の理解「気分障害」 
 ５月１６日 

 ５月１７日 

【居宅介護支援】他事業所との合同研修 

（５事業所・事例検討） 
 ６月２９日 

【訪問介護】チームケア（グループワーク） 
 ７月１１日 

 ７月１２日 

【訪問介護・外部】産後ヘルパー養成  ７月１９日 

【訪問介護】個別研修「文字盤」  ９月 ６日 

【居宅介護支援】福祉用具研修「ＡＩ歩行解

析」 
 ９月１３日 

【訪問介護】調理実習 
 ９月２０日 

 ２月 ７日 

【訪問介護】腰痛予防研修 
１０月１７日 

１０月１８日 

【全体】虐待防止 
１１月２０日 

１１月２４日 

【通所】介護技術研修「移乗」 
１２月１９日 

１２月２２日 

【訪問介護】身体拘束適正化 
 ２月１３日 

 ２月１４日 



【訪問】【通所】ヒヤリハット案件、利用者か

らの苦情（個別ＯＪＴ、全体共有） 
随時 

② 介護従事者の確保 

ア 職場環境の整備 

各介護事業所の職員不足を補うため、事業所間で職員が協力できる体制をとった。 

イ 求人方法の検討、実施 

求人用のポスターの掲示や社協だよりに職員募集記事を掲載し、職員募集のＰＲを

図り、人材確保を行った。訪問介護員２人、通所介護職員４人の採用に至った。 

ウ 就職希望者及び従事者に対する資格取得補助           （人） 

資 格・研修名 就職希望者 従事者 

介護職員初任者研修課程 １ ０ 

介護福祉士実務対象者研修 ０ １ 

介護福祉士受験料 ０ １ 

 



５ 高齢福祉課 「高齢者の健康な暮らしづくりの提供」 

 

前橋市より指定管理者として指定を受け、５カ所の老人福祉センター及びみやぎふれあいの

郷を管理運営した。 

 

(1) 利用状況 

① しきしま老人福祉センター（開所日数２８８日）       （人） 

※日曜日、祝日及び年末年始は休所 

② ひろせ老人福祉センター（開所日数２８８日）        （人） 

 

 

  

 

 

 

※日曜日、祝日及び年末年始は休所 

③ おおとも老人福祉センター（開所日数２８８日）       （人） 

※日曜日、祝日及び年末年始は休所 

④ かすかわ老人福祉センター（開所日数２４１日）       （人） 

  ※土曜日、日曜日、祝日及び年末年始は休所 

⑤ ふじみ老人福祉センター（開所日数２４１日）        （人） 

区 分 年間利用者 月平均 １日平均 割 合(％) 

市内個人 ５８，３４２ ４，８６２ ２０２．６ ９７．２％

市内団体 ６９１      ５８ ２．４ １．１

市民以外 ９７３ ８１ ３．４ １．７ 

合 計 ６０，００６ ５，００１ ２０８．４ １００．０

区 分 年間利用者数 月 平 均 １日平均 割 合(％) 

市内個人 ３９，２９６ ３，２７４ １３６．４ ９９．５

市内団体 ０       ０     ０      ０

市民以外 １７２ １５     ０．６ ０．５

合 計 ３９，４６８ ３，２８９ １３７．０ １００．０

区 分 年間利用者数 月 平 均 １日平均 割 合(％) 

市内個人 ４１,９８７ ３，４９９ １４５．８ ９９．２

市内団体 ０ ０     ０ ０

市民以外 ３４２ ２９ １．２ ０．８

合 計 ４２,３２９ ３，５２８ １４７．０ １００．０

区 分 年間利用者数 月 平 均 １日平均 割 合(％) 

市内個人 １３，３８８ １，１１６ ５５．６ ９３．５

市内団体 ０ ０ ０ ０

市民以外   ９３２ ８７ ３．９ ６．５

合 計 １４，３２０ １，２０３  ５９．５ １００．０



   

 

 

 

 

 

※土曜日、日曜日、祝日及び年末年始は休所 
⑥ みやぎふれあいの郷（開所日数２８９日）           (人) 

 

 

 

 

 
 

※日曜日、祝日及び年末年始は休所 

 

(2) 健康づくり・介護予防の推進 

保健師や看護師、健康運動指導士等の専門職を配置することで、利用者へのきめ細やか

な体調管理を行い、健康づくり・介護予防の拠点としての役割に努めた。 

① 健康維持・増進事業の実施 

ア ピンシャン元気体操のさらなる普及 

各老人福祉センターでは毎日、ふれあいの郷は金曜以外の日に介護予防体操「ピン

シャン元気体操」を実施した。 

(実施状況)                               （人） 

区 分 しきしま ひろせ おおとも かすかわ ふじみ ふれあいの郷 

延利用者数 １９，８０８ １６，７０７ １３，５５１ ４，２７２ ５，１４８ ５，３０８ 

② 健康相談の実施 

保健師や看護師が血圧測定や健康に関する相談に応じ、適切な助言や支援に努める

とともに、体組成計を使った筋肉量等の測定を行い、健康づくりへの指導や情報提供

を行った。 

(実施状況)                               （人） 

区 分 しきしま ひろせ おおとも かすかわ ふじみ ふれあいの郷 

延利用者数 １４，０８４ ２，９７３ １０，４３９ ６，９７７ ４，０９１ ８，１７６ 

③ 機能訓練事業 

機能訓練室において、利用者の心身の機能維持、回復のため保健師や看護師、健康

運動指導士が助言や支援を行った。また、市の理学療法士や作業療法士による機能訓

練事業に連携協力し、継続的な指導や支援を行った。 

(実施状況)                         （人） 

区 分 しきしま ひろせ おおとも かすかわ ふじみ 

区 分 年間利用者数 月 平 均 １日平均 割 合(％) 

市内個人 １５，００８   １，２５１ ６２．３ ９９．６

市内団体 ０ ０ ０   ０

市民以外 ６５       ５ ０．３ ０．４

合 計 １５，０７３ １，２５６ ６２．６ １００．０

区 分 年間利用者数 月 平 均 １日平均 割 合(％) 

市内65歳以上個人 ２７，４２３ ２，２８６ ９５    ９８．８ 
大人（高校生～64歳）   ２９９    ２５ １．０     １．１

小人（中学生まで）      ２８ ２．３ ０．１ ０．１

合 計  ２７，７５０ ２，３１３ ９６．１ １００．０ 



延利用者数 １３，２１９ １３，５１６ ９，６７５ ３，３７１   ６２７ 

④ 健康に関する教室の開催 

ア 健康教室の開催 

認知症や骨粗鬆症等、身近で関心の高いテーマをわかりやすく説明し、体力測定を

年２回開催し、隔月でコグニサイズ・みんなで脳活を行い健康づくりや介護予防の普

及啓発に努めた。 

 (実施状況)                              （人） 

区 分 しきしま ひろせ おおとも かすかわ ふじみ ふれあいの郷 

延利用者数 ５６８ ７５４ ５７３ １６２ ３１４ ３２７

イ 生きがい教室の開催 

参加者同士のコミュニケーションを図りながら介護予防につなげる場として、生き

がい教室を開催した。レクリエーションを中心とした体操や作品制作など、各所、特

色のある取り組みを行った。 

(実施状況)                              （人） 

区 分 しきしま ひろせ おおとも かすかわ ふじみ ふれあいの郷 

延利用者数 ３６９ ２３３ ２１９ １４４ １９２ ４４１

ウ 「健康測定・相談会」の開催 

昨年に引き続き「健康測定・相談会」を開催した。健康測定機器による測定を実施

し、各所にて保健師・看護師・健康運動指導士が参加者の測定結果に対して助言を行

った。感染対策、人数制限をして午前中の開催とし、全体で１２４人が参加した。 

エ 健康・あんしん手帳の配布 

日々の血圧測定や健康状態の記録、緊急時の連絡先等を記入できる「健康・あんし

ん手帳」を、健康講話や健康測定・相談会、体力測定時に配布し、継続的に健康管理

ができるよう活用した。 

オ 市の介護予防普及啓発事業への協力 

おおとも老人福祉センターにて、アクティブライフ講座の一環として、老人福祉セ

ンターの案内、高齢者の健康増進や交流の場としての情報提供を行った。 

長寿包括ケア課の歩行測定器を使用して測定会を各所で行い振り返りを行った。 

 
(3)  生きがいづくりの推進 

交流の場を提供することにより、ひきこもりの防止や生きがいづくり活動の拠点とし

ての役割に努めた。 

① 生涯学習事業の充実 

自主クラブの活動を支援するとともに、一日教室や健康教室等、プログラムの検討

及び実施することで生涯学習の充実に努めた。 

② 交流事業の促進 

地区担当職員等の協力を得ながら、ふれあい・いきいきサロン等に対し、老人福祉  

センター及びふれあいの郷の利用促進を図り、地域活動の拠点としての役割を担った。 



(4) 安心で安全なサービスの提供 

利用者の安全と安心を第一に、誰もが相談を受けられる体制づくり、施設・設備の適切

な管理や清潔で快適な環境づくり、効率的かつ適切な施設運営を行い、サービスの質の確

保とさらなる向上に努めた。 

① 身近な相談窓口 

老人福祉センター及びふれあいの郷を利用する高齢者の生活や健康に関する様々 

な心配ごとについて、看護師を中心とした専門的立場から相談に応じ、社協内の各課

や関係へ繋げた。 

② 利用者の安全確保と防災意識の喚起 

警察署や前橋市と連携し、多発する高齢者の交通事故や振り込め詐欺について、交

通事故防止、詐欺被害防止の注意喚起に努めた。 

③ 施設・設備の適切な維持管理による安全な施設運営 

施設及び設備の維持管理のため、日々点検を行い、適宜修繕及び整備等を実施した。 

④ 移動販売・臨時売店の実施 

ア 買い物が困難な利用者への支援（しきしま・ひろせ老人福祉センター） 

商業施設が近隣になく買い物が困難な利用者に対し、企業と連携し移動販売車に

よる買い物支援に取り組んだ。 

イ 臨時売店によるサービス提供（老人福祉センター） 

障がい者福祉施設や特別支援学校の自主製品（うどんや野菜、クッキー等）を販

売する臨時売店を開設し、買い物支援に取り組むとともに、障がい者との交流の場

づくりに努めた。 

 
(5) 介護予防推進事業の推進 

  ふれあい・いきいきサロンの担い手がサロンの運営を主体的にすすめられるよう、地

域福祉課と連携してふれあいサロン担い手研修会を２回開催した。 

（実施状況） 

回数 内容 参加者数 

１回目 DVD 上映会（サロンで活かせるDVD） １４５人 

２回目 物づくり／DVD動画運動振り返り ８８人 

 
(6)  実習への協力と大学と連携した介護予防教室の開催 

地域における老人福祉センターの役割や介護予防事業について実習指導を行った。ま

た大学と連携し、学生が企画した介護予防教室を開催した。 

受入学校名 しきしま ひろせ おおとも 

群馬大学医学部 
保健学科看護学専攻 

８グループ８０人 ２グループ１０人 ２グループ１０人 

群馬県立県民健康 
科学大学 

４グループ４８人  ３グループ１２人 



群馬医療福祉大学 

理学療法専攻 
４グループ２１人 
作業療法専攻 
２グループ１０人 

理学療法専攻 
３グループ２８人 
作業療法専攻 
２グループ１０人 

理学療法専攻 
４グループ３４人 
作業療法専攻 
２グループ１９人 

前橋高等看護学院   ７グループ２４人 

前橋准看護学校 ２グループ２４人 ２グループ２４人 ２グループ２１人 

前橋東看護学校 ４グループ１６人 ３グループ１２人  

高崎健康福祉大学 ４グループ３６人 ４グループ４１人 ３グループ２８人 

群馬大学医学部    
 

受入学校名 かすかわ 

前橋東高等看護学校 ２グループ９名 

 

(7) 福祉避難所が開設できる体制づくり 

福祉避難所を開設する時に必要な防災備品を管理した。また開設に伴う人員体制につい

て担当課と協議を行った。 

前橋市総合防災訓練の一環とした、福祉避難所関係運営訓練がふじみ老人福祉センター

において実施され、各センターの所長が参加し福祉避難所の開設の流れを確認した。 

 
(8) シルバーハウジング事業の推進 

市からの委託を受け、広瀬団地において高齢者世話付住宅（＝シルバーハウジン

グ：ＳＥ棟１４戸、ＵＢ棟１５戸、ＵＤ棟１６戸、ＵＥ棟１６戸 計６１戸）を管

理運営し、生活援助員が入居者の安否確認や緊急通報電話の対応を行い、高齢者の

安全管理を支援した。年間３７回の緊急通報に対応した。 

① 日常生活の支援 

日常生活に支障を来たす入居者に対し、新型コロナウイルスワクチン接種の支援や、

近所の病院の情報提供など生活状況に応じた支援を行った。 

② 緊急通報システムの管理 

入居者の安否確認と緊急時の対応に備え、緊急通報システムの定期点検を行った。 

来年度５月からシステムの変更が予定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 障害福祉課 「地域で暮らせる自立支援」 

 
前橋市より指定管理者として指定を受け、７カ所の福祉作業所（地域活動支援センター）

及び前橋市心身障害者デイサービスセンターを管理運営した。 

 
(1) 福祉作業所（地域活動支援センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 心身障害者デイサービスセンター（生活介護） 

在籍通所者数（人）       ８ 

開所日数（日） ２４６ 

 

(3) 特別支援学校等からの就業体験の受け入れ 

特別支援学校の進路学習の一環である「就業体験」の児童・生徒を福祉作業所で受け入

れ、卒業後の進路を検討する一助としている。新型コロナウイルス感染拡大防止のため一

部実施できなかったが、進路担当との連絡を密にし、次年度の実施に向けて調整を行った。 

 第一 第二 第三 大胡 宮城 粕川 富士見 合計 

受入日数（日）   ３ １０   ０   ０   ９ １５   ６ ４３ 

受入人数（人）   ２   ２   ０   ０   １   １   ４ １０ 

 

(4)  事業所提供サービス 

利用者個人の支援計画や各事業所の年間計画などに基づき、花見やバーベキュー等の季

節行事及び地域の行事への参加、買い物や外食等の生活訓練等を行った。利用者が地域の

中で様々な経験をすることで、社会生活の適応能力を少しでも向上させるとともに、各事

業所を利用する楽しみとした。また、就労に向けてステップアップを希望する利用者に対

して、就労移行支援事業所にて見学、体験を行った。 

① 重度化・高齢化への対応 

面接やアンケートを実施し、利用者と家族が抱える問題を把握し、解決に向けた課題 

区 分 在籍利用者数(人) 開所日数(日) 

第一作業所 １０ ２３４ 

第二作業所 １６ ２３４ 

第三作業所  ９ ２３４ 

大胡作業所 １７ ２４３ 

宮城作業所 ８ ２４５ 

粕川作業所 ８ ２４３ 

富士見作業所 １２ ２４３ 

合 計 ８０ １，６７６ 



に取り組んだ。 

家族の高齢化による介護力の低下に伴い、相談支援事業所と連携し日中支援事業所の

利用に繋げた。 

② 日中活動・社会体験の支援（地域活動支援センター） 

ア 受注作業の情報収集 

各センターの受注作業の情報を共有し、各作業所間で受注作業を融通し合い、連携 

して対応することが出来た。 

自主製品を市のふるさと納税の返礼商品カタログに掲載し（カタログは市ホームペ

ージでも閲覧可能）、販売ルートを拡大した。 

イ 利用者のニーズ把握 

面接やアンケートで利用者のニーズを把握した。その結果に基づき、作業活動、外

出行事及び余暇活動等を充実させた。 

ウ 地域行事への参加 

ふれあいの広場等の地域行事や、自主製品販売会等のイベントに参加し、地域住民

との交流やセンターの周知を行った。 

③ 将来の生活像を踏まえた支援（心身障害者デイサービスセンター） 

ア 将来に向けての情報収集と発信 

個人面談やアンケートによって将来の希望等の聞き取り調査を実施した。希望する

地域生活ができるよう障害福祉サービスの情報の提供を行った。 

   イ 行事計画等の実施 

利用者や保護者の希望に合わせた行事を実施し、社会に適応できるようボランティ

アとの交流の機会を増やした。 

④ 利用者の安全確保のための取り組み 

ア 虐待防止への取り組み 

利用者の人権の擁護、虐待防止のため、虐待防止マニュアルのチェックリストを定

期的に活用し、虐待防止に取り組んだ。 

全職員対象の虐待防止研修は、対面とリモートのハイブリッド開催にて実施

した。 

イ 不審者対応への取り組み 

不審者への対応及び防犯に対する意識を喚起するために、市防災危機管理課より講

師を招き訓練を実施した。 

 

(5) 本人・家族の自立支援の推進 

日中の活動では生活能力の維持・向上のため、利用者一人ひとりの能力に応じて自分の

ことが自分でできるよう、活動内容を工夫しながら個別支援を行った。 

① 個別支援、家族支援の充実 

ア 実態把握・サービス提供 

面談やアンケートにて利用者や家族のニーズを把握し、支援計画書を作成した。 



日中活動支援の中で個別モニタリングを実施した。 

行動障害を伴う利用者への個室対応、公共交通機関利用者の見送り等、事業所内外

における安全な環境を整備した。 

利用者、保護者に対して「安心ネットまえばし」の制度の周知に努めて利用につな

げた。 

 

(6) 関係機関との連携 

福祉サービス事業所等との連携を図り、利用者へのサービス提供に繋げるとともに、

家族の負担軽減を図った。 

 

(7) 旧日赤跡地への移転統合と新事業の開所準備 

   令和６年４月開所に向け、旧日赤跡地に完成した、前橋市障害者サポートセンターこ

ころに、前橋市第一福祉作業所、前橋市第二福祉作業所、前橋市第三福祉作業所及び心

身障害者デイサービスセンターの移転統合の準備と、新しい事業として就労継続支援Ｂ

型の開所準備を行った。 

   また、移転に伴い、管理運営している５か所の福祉作業所の名称を変更した。 

  ３月３１日まで            ４月１日から 

前橋市第一福祉作業所  前
橋
市
障
害
者
サ

ポ
䤀
ト
セ
ン
タ
䤀

こ
こ
ろ 

前橋市地域活動支援センターこころ 

前橋市第二福祉作業所  

前橋市多機能型

事業所こころ 

就労継続支援Ｂ型 
前橋市第三福祉作業所  

前橋市心身障害者 

デイサービスセンター 

 
生活介護 

前橋市大胡福祉作業所  前橋市地域活動支援センターおおご 

前橋市宮城福祉作業所  前橋市地域活動支援センターみやぎ 

前橋市粕川福祉作業所  前橋市地域活動支援センターかすかわ 

前橋市富士見福祉作業所  前橋市地域活動支援センターふじみ 

 


